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先週の12日(水)多数のご来賓の方々をお迎えし、

第78回卒業式を挙行しました。役職定年を迎えた私

にとっても最後の卒業式でしたが、卒業証書を受け取

る子ども達の表情は晴れやかで、感動の中締めくくる

ことができました。式辞では、今年の 1月に横綱を引

退した照ノ富士関の言葉を通しマイナスさえもプラス

に捉え直し挑戦し続けることや、混迷を深める世界だ

からこそ、他者を思いやり自律した人に育ってほしい

との願いを話しました。卒業合唱の歌詞にあった「制

限時間は、これからの人生」「解答用紙は、これから

の人生」を胸に、本校を巣立った 272名の卒業生の頑

張りと成長を願っています。 

 卒業式の翌朝、正門でのあいさつ運動を終えた生徒

会役員の打ち合わせで、三輪会長が、「今日から僕た

ちが最上級生です」と話していました。3年生の思い

は確実に後輩に受け継がれていると感じ嬉しくなりま

した。25日(火)の修了式で今年度も終わりを告げま

す。在校生の一人一人が、生徒会長と同じく新年度に

向けた志を立て、2年生は自律の確立へ、1年生は他

律から自律へ向かってほしいと思います。 

３学期の学校評価 
保護者の回答のご協力に感謝ですが、回答率は53％

で2学期より3％、1学期より 11％少なく残念でした。 
評価基準 ４(とても良い)３(良い)２(少し悪い)１(悪い) 

○ 学習面 ※数値は％（白抜き文字は2学期より＋５％以上） 

 評価内容 ４ ３ ２ １ 

学

校

と

し

て 

①チャイム１分前着等で授業と休

み時間のけじめをつけたか 
65 31 4 0 

②目標を確認し見通しをもち、分か

らないことは質問したか 
32 52 14 2 

③積極的に取り組み、根拠や理由を

明確にして発表したか 
35 52 12 1 

④進路学習等を通して、自分の進路

について考えたか 
47 38 12 3 

 ４の割合は、①＋9％、②＋6％、④＋9％と伸びま

した。④については、2年生の高評価が増えています

ので、3年に向け自覚が高まっている表れでしょう。 

 評価内容 ４ ３ ２ １ 

家

庭

に

向

け

て 

⑤前日の夜に翌日の準備し、忘れ物

０に取り組んだか 

41 38 16 4 

27 44 21 7 

⑥学年に応じた家庭学習に取り組

んだか(メディア1時間以内) 

37 32 21 9 

14 32 35 18 

⑦学年に応じた進路や学習の取組

について親子で会話したか 

41 34 16 8 

33 42 22 3 

※ 上段は生徒、下段は保護者 

⑥は22号でお伝えしたとおりの結果(生徒＋9％)

でした。⑦は前述の④と同様に 4が少し増え(生徒＋

9％、保護者＋5％)ました。 

○ 生活面  

 評価内容 ４ ３ ２ １ 

学

校

と

し

て 

①元気の良いあいさつと入退室の

マナーを実践できたか 
58 36 4 1 

②ＳＧＥや行事等を通し、望ましい

人間関係作りに努めたか 
45 47 7 1 

③行事、生徒会、部活動など、具体

的な目標を定め努力したか 
48 43 7 1 

④時間いっぱい無言清掃に取り組

み、責任感を育んだか 
47 43 8 2 

全ての項目で2の評価が減って 4の評価が増えまし

た。学校の雰囲気は生徒自身が創るもの、志を高く礼

儀正しく爽やかに！在校生は新入生の手本に。 

 評価内容 ４ ３ ２ １ 

家

庭

に

向

け

て 

⑤身なりを正し、自主登校時刻に間

に合うよう登校したか 

68 24 7 1 

51 29 14 6 

⑥一家庭一家訓を決め家族の一員

としての自覚と責任を育てたか 

43 43 10 3 

20 44 28 7 

⑦家庭でも日々のあいさつし、地域

でも元気よくできたか 

57 38 4 1 

30 50 17 3 

⑧親子で地域行事に積極的に参加

したか 

19 23 33 25 

10 20 34 37 

保護者の評価は2学期とほぼ変わりませんでした

が、生徒は⑥の4の評価が＋5％でした。「家庭は習慣

の学校」(福沢諭吉)ですから一家庭一家訓を大切に！ 

○ 保健・安全面       

 評価内容 ４ ３ ２ １ 

学

校

と

し

て 

①登下校のルールやマナーを守っ

たか 
84 14 1 1 

②教科体育や部活、行事を通し、

気力や体力を養えたか。 
62 32 5 1 

③生活設計で睡眠時間を確保し。

規則正しい生活をしたか 
53 33 11 3 

④給食指導や食育の日を生かし、

食育について学べたか 
39 37 16 9 

①～③は1，2の評価が減って 3，4が増え、①は2

学期より＋6％でした。2ライン運動も、当たり前に！ 

自律した生徒に向け、新学年の目標を立てよう！ 



 評価内容 ４ ３ ２ １ 

家

庭

に

向

け

て 

⑤自分の力で起床して、自分の力

で登下校したか 

52 32 12 4 

36 35 20 10 

⑥定期健康診断の結果を受け、疾

病治療に取り組めたか 

64 26 6 3 

67 24 7 2 

⑦9 時以降スマホ等使わず、寝室

に持ち込まなかったか 

31 26 25 19 

14 23 37 25 

 全体的に生徒の評価は1，2が少し減って、4が増え

ました。保護者の評価は2学期とほぼ同じでしたが、

⑥の4は＋5％でした。今年度の疾病治療率は68.8％

で、3割の生徒は治療に行っていません。現在、疾病

治療について家庭へ連絡はしますが、どの程度悪いの

かまでは知らせません。むし歯は治療しなければ治り

ません。痛くなる前に治療に行かせてください。 

ボランティア表彰 
 卒業を前にした3年生の藤園

心掌さんと堀田栞奈さんが、

それぞれ市社会福祉協議会の

ボランティアポイント20ポイ

ントと10ポイントの表彰を受

けました。地域行事への協力

や日常のボランティアなど、積み重ねた結果です。自

分の時間を他者や社会のために遣う行為は、とても尊

いことだと思います。一歩踏み出すには勇気が必要で

すが、二人を手本に他の人も、より良い社会を創造す

るための一歩を踏み出してほしいと思います。 

校歌の作詞は 
 先日、本校卒業生の土田洋一さ

んが来校され、「学校だよりを読

んで、お伝えしようと思って来ま

した」と校歌の作詞家について教

えてくださいました。私は卒業式

の予行で直接対応できなかったの

ですが、昭和31年当時の先生方の  【野添教頭】 

集合写真のコピーも届けてくださり、作詞をされたの

は当時の教頭先生だと教えてくださいました。誠にあ

りがとうございます。当時の人々の思いが込められた

校歌です。川内北中生の誇りを持って、元気に歌い継

いでいってほしいと思います。 

シェイクアウト訓練 

 市としては11

日(火)に予定され

ていましたが、卒

業式予行のため実

施できなかったの

で13日(木)に、

シェイクアウト訓練を実施しました。地震を想定し、

地震が収まるまでの１分間をどう避難するかが課題で 

す。卒業式の翌日でしたので、1，2年だけの実施とな

りましたが、みんな机に下に身を隠し小さくなってい

ました。体が成長するにつれ、全身を隠すことは難し

くなるでしょうが、頭を守ることが第一です。いざと

いうときに、自分の身を守れるようにどう行動すべき

か、心得ておきたいものです。 

年度末年度初めの行事予定 
年度末年度初めのＰＴＡに関する日程について連絡

します。春休み中も平日は勤務ですが、週休日は不在

になりますのでご了承ください。また、職員の異動に

伴い、部活動によっては活動できない場合があります

ので、ご理解ください。 

３月27日(木) 離任式 ※ 8：15登校･制服 

４月７日(月) 新任式 始業式 入学式 １年ＰＴＡ 

 ※ 2，3年午前授業・給食なし 

８日(火) 身体測定 教科書配布 

10日(木) 2，3年ＰＴＡ（役員選出） 検尿(～翌日) 

19：00～ＰＴＡ運営委員会（新旧運営委員参加） 

18日(金) ＰＴＡ評議員会（新役員）  

18日(金)・21日(月)～25日(金) 教育相談 

 ※ 来年度は、戸口訪問や家庭訪問は実施せず、希

望者のみ学校で教育相談を実施します。詳細は新

年度に案内します。 

28日(月) ＰＴＡ総会 ※ 紙面開催にて資料配付 

お世話になりました 
今年度も来週で終わりを迎え、令和 6年度学校だよ

り「あかね」も本号で終わりとなります。家庭や地域

へ北中生の頑張りを伝えようと発行してきましたが、

地域の方々から「こんなことが書いてあった」とか、

「北中生頑張っていますね」と声をかけていただく

と、読んでいただいているとありがたく思うことでし

た。川内北中校長の職もあと少しとなりましたが、保

護者、地域の皆様のご支援に感謝いたします。 

「愛情」の反対は、「憎しみ」ではなく「無関心」

です。お互い干渉しないことが社会のルールになりつ

つありますが、無関心な社会は愛情が無い社会と言え

るのではないでしょうか。他人の子も自分の子と思い

叱ったり、励ましたりした社会は昔のこととなり、我

が子かわいさの故に子ども同士の問題が親同士の問題

へこじれる事例も見受けられます。我が子がかわいい

ことは当然ですが、かわいいが故に厳しくしたり、我

慢させたり、叱ったり、誉めたり、抱きしめたりしな

がら、社会に役立つ大人に成長するように試行錯誤す

ることが子育てあり、我が子を授かった責任ではない

かと思います。人は人の中で生きてこそ人間です。他

人との関わりなしに生きていくことはできません。そ

のことを学ぶ場が学校です。色々な課題もあるとは思

いますが、今後とも本校の教育活動へのご理解・ご支

援をよろしくお願いします。お世話になりました。 

春休み期間も、北中生としての自覚ある行動を！ 


